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１．研究計画の概要 
	
 本研究では、日本列島や周辺国の変成帯に
伴われる変成苦鉄質岩~超苦鉄質岩を地球
化学的に解析してその起源を明らかにする
ことを目的とする。さらに日本列島形成初期
の地殻変動・造山運動の様子を解明しその東
部に広がっていたであろう古太平洋の状況
を探る。 
	
 重要な解析対象の元素はストロンチウム
同位体組成と希土類元素である。前者は変成
岩特有の元素移動を可視化することを可能
にし、後者は一連の元素の組成を比較するこ
とで岩石の起源を特定する情報源となる。ま
た、希土類元素の中の一つであるネオジムはそ
の同位体組成も岩石の起源を探る指標になり、
ストロンチウム同位体組成と併せて、一般的な岩
石の起源を考察する研究において、頻繁に分
析されている。年代測定にも用いられる元素で
あり、現岩の起源を探求する上でその発達史に
絶対的な時間軸を定義することが可能である。
これらの元素とその他の主要・微量元素の定量
と解析を行うことで、三郡変成帯の変成苦鉄質
~超苦鉄質岩が海洋地殻もしくは海山のいず
れを起源とするか、もしくはその他の可能性の有
無を解明し、現在に至る形成発達史に時間軸を
入れる。その結果、プレートの移動についてそ
の相対的・定性的傾向のみならず、定量的な解
析、具体的には時間と移動距離の平均値・変化
量を求める。 
 
２．研究の進捗状況 
	
 野外調査に関して、当初予定では西南日本
の主立った変成苦鉄質~超苦鉄質岩の産地
を地質調査し試料採取する予定だった。しか

し、調査の進展とともに個々の地域毎に多彩
な岩石が産することが判明し、いくつかの重
要な地域について重点的に地質調査して試
料解析すべきと判断し、現在に至る。この判
断は適切だったようで、多様な岩石の産する
一地域の岩体の詳細な、あるいは起源の異な
る岩石が集合する地質学的状況が掴めつつ
ある。そして、その結果を基に岩体の本質に
迫り、長期的な視野で調査範囲を広げて、古
生代以前の日本列島の地質学的概況、特に当
時のマントル~下部地殻の状況を探るべく
思っている。 
	
 採取した岩石試料の主要・微量元素分析は、
ほぼ問題なく進行している。ただし、採取し
た岩石試料の全てが元素分析に適している
わけでは無く、データ数の蓄積が当初予定よ
りも少ない点は否めない。その分、一つの岩
石試料から多数の元素の定量値を得て、その
結果を解析に用いるべく努力している。 
	
 そして同位体分析だが、年代測定の観点で
は、有意な年代値が得られたゆえに、成果が
あったと思われる。しかし、岩石の起源を探
るための Sr・Nd同位体分析は、分析装置お
よび関連装置の不調・故障により進展が遅れ
ている。この遅れは、今後、装置の復調によ
る分析の進行と全岩化学組成分析で補完す
る予定である。 
	
 なお、本研究で培われた分析技術と得られ
たデータの解析能力は、西南日本のみならず
現在から過去の地質現象や地殻形成の解析
に役立っており、公表論文・学会講演（いず
れも主著・共著含む）などで評価を受けてい
る。特に、固相中の元素移動や大陸縁辺域の
物質移動を可視化することに一定の成果が
得られている。この技術・能力は今後の本課
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題の解析および成果達成に効果的に作用す
ると思われる。 
 
３．現在までの達成度 
	
 おおむね順調に進展している。 
	
 当初予定していた野外調査は広域から局
所域へと変更し、個々の地質体にて詳細な解
析を行っている。 
	
 元素分析については装置の不調に対応し
ながら、不足のデータについてはそれを補完
する情報を得るべく努めている。 
 
４．今後の研究の推進方策	
 
	
 記述の通り、これまでの野外調査・試料解
析を継続させ、今年度中に一定の成果を得る。
また来年度以降も関連地質体の調査・解析を
進める予定なので、その資料収集も併せて行
う。	
 
	
 
５.	
 代表的な研究成果	
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